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情報・システム研究機構 環境方針 

情報・システム研究機構は、極域科学、遺伝学、情報学、統計数理科学

に関わる分野の中核機関を設置するとともに、データサイエンスに特化し

た研究施設を設置し、国内外の大学・研究機関や研究者コミュニティとの

強いネットワークを構築して、地球、生命、人間、社会における複雑な

現象に関する21世紀の社会的課題並びに地球規模課題をはじめとする肝

要な問題を情報とシステムという視点から捉えなおすことによって、その

解決を目指しています。 

当機構は、このようなミッションのもと、研究・教育活動及びそれに伴

うすべての事業活動において、地球環境の保全を認識し、環境との調和と

環境負荷の低減に努め、持続可能な社会の構築に貢献していきます。 

1. 本機構におけるすべての活動から発生する地球環境に対する負荷の低
減に努めます。

2. 環境マネジメントシステムを構築し、環境配慮の取組を着実に推進す
るとともに、進捗状況を定期的に点検し、システムの継続的な改善を行
います。

3. 環境関係法規、条例、協定を遵守します。

4. 環境配慮に関する情報を広く社会に公表するとともに、地域社会の一

員として地域の環境保全に貢献します。

5. 物品やサービスの購入に当たっては、「国等による環境物品等の調達の

推進等に関する法律」の趣旨に基づき、環境負荷の少ない製品等を積極

的に選択し、グリーン調達を最大限進めます。

6. 本機構の事業活動における環境配慮の取組を通して、国や地方公共団
体の環境施策の推進に寄与します。




